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卦
変
に
本
づ
く
象
伝
解
釈
に
よ
る
周
易
上
下
経
理
解
の
歴
史

は
揺
藍
期
の
荀
爽
を
経
て
、
虞
翻
に
よ
り
開
花
結
実
す
る
。
そ

れ
は
宋
代
に
至
り
李
挺
之
の
「
相
生
図
」
と
「
反
対
図
」
（
注

1
)
と
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
示
さ
れ
、
前
者
は
朱
子
「
易
本
義
」

卦
変
説
と
し
て
、
又
、
卦
変
図
と
し
て
、
継
承
敷
術
さ
れ
て
来

た
（
注
2
)
。
然
る
に
こ
こ
に
卜
筵
と
義
理
と
の
両
面
よ
り
説

＜
朱
子
の
易
説
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
後
継
を
以
て
自
認
し
つ

つ
も
少
な
か
ら
ぬ
異
説
を
唱
え
、
こ
と
卦
変
に
関
し
て
も
敢
え

て
そ
の
説
に
批
判
を
加
え
独
自
の
卦
変
説
を
立
て
た
者
に
南
宋

末
元
初
に
生
き
た
徹
談
が
あ
る
。
叙
談
の
卦
変
説
は
、
李
挺
之

の
図
を
以
て
い
え
ば
「
反
対
図
」
を
継
承
収
縮
し
た
も
の
で
あ

る
。
無
論
、
彼
の
著
作
の
中
に
直
接
そ
の
図
に
関
す
る
こ
と
ば

序

――I 愈
淡
の
卦
変
説
に
つ
い
て

を
見
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
自
作
の
「
剛
来
柔
来
上

下
図
」
と
題
す
る
図
説
に
徴
す
る
と
き
、
そ
の
こ
と
は
直
ち
に

明
白
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
図
説
は
周
易
六
十
四
卦
の
す
べ
て

に
つ
い
て
自
説
を
該
当
さ
せ
、
結
果
的
に
牽
強
附
会
の
立
説
を

す
る
の
で
は
な
く
、
卦
変
に
本
づ
く
象
伝
の
解
釈
を
要
せ
ぬ
卦

は
潔
く
削
除
す
る
。
上
に
記
し
た
「
収
縮
」
と
い
う
こ
と
ば
の

意
は
こ
の
点
に
あ
り
そ
の
卦
変
説
は
極
め
て
論
理
的
で
簡
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
卦
変
説
の
特
徴
は
、
象
伝
に
説
く
剛
交
と
柔
交

と
の
上
り
下
り
を
両
卦
の
反
対
を
以
て
解
釈
す
る
点
に
あ
り
、

そ
れ
は
上
記
の
「
剛
来
柔
来
上
下
図
」
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
目
的
は
こ
の
図
説
を
基
礎
と
し
て
、
叙
談
が
卦
変
説
の

論
理
的
解
決
を
得
る
に
至
っ
た
過
程
を
追
考
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
然
る
べ
き
意
図
を
見
き
わ
め
る
点
に
あ
る
。

花

崎

隆

一

郎

(37) 
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一
、
叙
談
の
経
歴
と
そ
の
易
学
（
注
3
)

叙
談
は
、
南
宋
末
元
初
に
在
っ
て
只
管
隠
居
し
易
の
著
作
に

励
ん
だ
学
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
談
は
名
、
字
は
玉
吾
、
又

の
字
は
玉
吾
斐
、
自
号
は
林
屋
山
人
、
時
人
、
石
澗
先
生
と
称

す
（
注
4
)
。
呉
県
（
元
代
の
平
江
路
呉
県
。
今
の
江
蘇
省
呉

県
の
地
）
の
人
。
南
宋
末
理
宗
の
宝
祐
六
年
(
―
二
五
八
年
）

に
生
ま
れ
、
幼
よ
り
詩
文
を
以
て
人
の
称
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
と
い
う
。
南
宋
亡
び
元
興
る
や
、
仕
進
の
志
を
断
ち
隠
居
し

て
義
理
の
学
に
没
頭
し
た
が
、
就
中
易
学
に
精
通
し
、
又
、
殊

の
外
、
鼓
琴
を
好
ん
だ
。
時
に
徴
せ
ら
れ
て
温
州
学
録
を
授
け

ら
る
る
も
赴
か
ず
、
専
心
三
十
余
年
著
作
に
励
み
、
終
に
仁
宗

の
延
祐
元
年
(
-
三
―
四
年
）
、
五
十
七
歳
を
以
て
歿
し
た
（
注

5
)
。
子
に
仲
温
あ
り
、
克
く
父
の
志
を
承
け
た
と
い
う
。

数
あ
る
著
書
の
大
部
分
は
易
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
侠

し
た
も
の
も
多
く
、
現
在
目
賭
し
得
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ

る
（
注
6
)
。

（
一
）
周
易
集
説
一
三
巻
（
通
志
堂
経
解
易
所
収
）
|
_
以

下
、
本
稿
で
は
注
を
も
含
め
て
「
集
説
」
と
の
み
略
記
す
る
、

（
）
読
易
挙
要
四
巻
（
四
庫
全
書
珍
本
初
集
経
部
易
類
所

収
）
＇
以
下
、
本
稿
で
は
注
を
も
含
め
て
「
挙
要
」
と
の

み
略
記
す
る
、
（
三
）
周
易
参
同
契
発
揮
九
巻
（
道
蔵
太
玄

部
所
収
）
、
（
四
）
周
易
参
同
契
釈
疑
一
巻
（
同
上
）
、
（
五
）

易
外
別
伝
一
巻
（
同
上
）
、
（
六
）
黄
帝
陰
符
経
註
一
巻
（
道

蔵
洞
真
部
所
収
）
、
（
七
）
呂
純
陽
真
人
泌
園
春
丹
詞
註
解

一
巻
（
同
上
）
、
（
八
）
煽
火
監
戒
録
一
巻
（
学
海
類
編
集

余
七
保
摂
所
収
）
、
（
九
）
月
下
偶
談
一
巻
（
学
海
類
編
集

余
五
考
拠
所
収
）
、
（
一

O
)
席
上
腐
談
二
巻
（
宝
顔
堂
秘

笈
広
函
他
所
収
、
注
7
参
照
）
、
（
一
―
)
書
斎
夜
話
四
巻

（
宛
委
別
蔵
所
収
）
、

因
み
に
い
え
ば
、
右
の
う
ち
「
学
海
類
編
」
所
収
の
（
八
）
．

（
九
）
は

(
-
O
)
の
中
よ
り
割
裂
縫
合
し
、
又
は
摘
録
し
た

も
の
に
過
ぎ
ず
、
又
、
（
五
）
・
（
六
）
・
（
七
）
は
合
し
て

一
書
と
し
「
元
（
玄
）
学
正
宗
」
二
巻
と
も
称
す
る
と
言
う
。

而
し
て
本
稿
所
論
の
対
象
は
右
の
う
ち
主
に
（
一
）
と
（
二
）

と
で
あ
る
が
、
（
三
）
よ
り
（
一
―
)
に
至
る
書
名
か
ら
も
窺

え
る
如
く
、
自
ら
の
易
学
の
根
底
を
究
め
、
又
、
敷
術
せ
ん
が

た
め
に
内
外
の
丹
書
の
研
究
に
ま
で
至
っ
た
、
と
い
う
の
が
そ

の
学
問
の
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
正
に
格
物
致
知
を
標
榜
と

(38) 
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し
た
先
人
朱
子
の
後
継
と
し
て
の
立
場
で
あ
る
。
時
に
府
浅
無

稽
と
も
評
せ
ら
れ
る
説
も
あ
る
（
注
7
)
が
、
そ
れ
は
文
字
通

り
腐
談
の
言
と
し
て
看
過
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

思
う
に
こ
の
朱
子
的
学
問
法
は
、
右
の
（
一
）
と
（
二
）
と

に
つ
い
て
見
る
限
り
、
極
度
の
実
証
的
論
理
を
以
て
朱
子
説
の

枠
外
に
出
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
に
魚
談
説
の
特
質
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
論
者
の
い
う
「
極
度
の
実
証
的
論
理
」

と
は
、
た
だ
に
物
質
的
証
拠
の
み
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、

紙
背
に
徹
す
る
洞
察
力
と
と
も
に
、
文
義
を
考
論
す
る
に
広
く

経
伝
を
以
て
証
す
る
こ
と
の
極
め
て
厳
密
な
る
こ
と
の
謂
で
あ

る
。
従
っ
て
経
伝
に
拠
ら
ぬ
も
の
は
す
べ
て
妄
説
と
し
て
潔
く

排
除
す
る
。
本
稿
の
卦
変
説
と
の
関
聯
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

も
の
の
、
今
、
そ
の
一
例
と
し
て
彼
の
「
図
書
」
観
（
注
8
)

を
略
記
す
る
。

先
ず
「
河
図
」
に
つ
い
て
は
尚
書
顧
命
に
「
大
玉
、
夷
玉
、

天
球
、
河
図
は
、
東
序
に
在
り
。
」
と
並
列
せ
る
を
以
て
、
「
河

図
も
ま
た
玉
な
り
。
玉
の
文
有
る
も
の
な
る
の
み
。
」
と
断
じ
、

更
に
河
源
の
蜆
綸
は
美
玉
を
産
す
る
の
故
に
「
河
図
」
を
「
玉

と
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
強
調
す
る
。
次
に
「
洛
書
」
に
つ
い

て
は
、
馬
貢
に
は
た
だ
「
洛
を
導
く
に
熊
耳
よ
り
す
。
」
と
記

す
の
み
で
、
洛
水
の
書
を
出
だ
せ
る
を
言
わ
ざ
る
を
以
て
拠
る

と
こ
ろ
な
し
と
し
、
「
洛
水
は
今
に
至
る
ま
で
白
石
有
り
。
洛

書
は
蓋
し
白
石
に
し
て
文
有
る
も
の
な
り
。
」
と
断
ず
る
の
で

あ
る
。
叙
痰
所
論
の
目
的
は
、
「
五
十
五
」
の
数
は
「
天
地
の

数
」
と
し
て
易
数
で
こ
そ
あ
れ
「
河
図
」
或
い
は
「
洛
書
」
の

数
に
あ
ら
ず
、
況
や
「
四
十
五
」
の
数
は
易
と
は
無
関
係
な
り
、

と
い
う
点
に
あ
る
が
、
そ
の
論
旨
を
辿
れ
ば
経
文
に
拠
り
証
す

る
こ
と
の
可
否
を
以
て
是
非
を
断
ず
る
こ
と
の
極
め
て
厳
密
な

る
を
証
す
る
に
足
る
。
而
し
て
「
五
十
五
」
を
以
て
「
河
図
」

の
数
と
な
し
「
四
十
五
」
を
「
洛
書
」
の
数
と
な
す
北
魏
の
関

子
明
（
名
は
朗
、
河
東
の
人
。
生
卒
年
不
詳
）
の
説
と
、
そ
の

逆
を
唱
え
た
劉
牧
（
字
は
先
之
、
西
安
の
人
。
一
〇
―

-s-

0
六
四
）
の
説
と
を
と
も
に
虚
妄
な
り
、
と
断
ず
る
の
で
あ
る

（注
9
)
。
然
ら
ば
、
結
果
的
に
は
関
子
明
説
に
従
い
「
河
図

五
十
五
、
洛
書
四
十
五
」
説
を
提
唱
し
た
先
人
朱
子
の
説
（
注

10)
を
も
拒
否
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
朱
子
説
の
枠
を
以

て
律
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
禽
駿
説
の
特
質
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
例
示
し
た
徹
談
の
朱
子
説
へ
の
異
論
は
そ
の
卦
変
説

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
次
に
項
を
改
め
て
詳
述
す
る
。

(39) 
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二
、
叙
談
卦
変
説
の
性
格
と
意
義

朱
子
「
易
本
義
」
の
巻
首
に
掲
げ
る
「
卦
変
図
」
で
は
そ
の

冒
頭
に
お
い
て
、
卦
変
が
聖
人
画
卦
作
易
の
本
旨
に
あ
ら
ざ
る

を
言
い
、
象
伝
解
釈
の
一
法
に
す
ぎ
ぬ
を
説
く
（
注
11)
。
そ

れ
は
卦
変
に
拠
ら
ず
と
も
解
釈
可
能
の
象
伝
に
は
強
い
て
該
当

さ
せ
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
言
外
に
示
唆
し
た
も
の
で
も
あ
っ

た
。
「
易
本
義
」
の
こ
の
態
度
は
卦
変
説
の
基
本
と
し
て
徹
談

に
も
継
承
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
用
法
に
は
か

な
り
の
笹
庭
が
あ
る
。
こ
れ
を
結
論
的
に
い
え
ば
既
に
序
言
に

も
示
し
た
如
く
、
前
者
が
李
挺
之
の
「
相
生
図
」
を
継
承
敷
術

し
た
の
に
対
し
、
後
者
は
同
「
反
対
図
」
を
継
承
収
縮
し
た
も

の
で
あ
る
。

祓
談
は
象
伝
に
説
く
剛
柔
の
上
り
下
り
に
は
「
来
」
を
い
う

も
「
往
」
を
言
わ
ず
、
「
『
往
』
と
は
占
者
の
『
往
く
』
を
指

す
も
の
に
し
て
、
交
画
の
『
往
く
』
を
謂
う
に
あ
ら
ず
」
と
な

し
、
そ
こ
に
夫
子
の
微
意
あ
り
と
考
え
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る

（注
12)
。
而
し
て
象
伝
解
釈
上
、
卦
変
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ぬ

卦
を
整
理
し
称
し
て
「
剛
来
柔
来
上
下
図
」
と
な
し
（
注
13)
、

そ
れ
ぞ
れ
解
説
を
施
し
て
い
る
（
挙
要
巻
一
）
。

今
こ
の
図
を
簡
略
化
し
て
「
易
本
義
」
の
卦
変
説
と
対
照
し
由

来
の
卦
の
差
異
を
比
較
す
る
。
な
お
参
考
と
し
て
両
者
の
源
流

ヽ
j

と
み
ら
れ
る
李
挺
之
の
両
図
の
由
来
の
卦
を
も
附
記
し
て
お
く
。

゜

又
、
空
欄
は
朱
・
徹
両
氏
が
卦
変
に
拠
ら
ず
と
も
象
伝
を
解
し
⑭

得
る
と
考
え
た
卦
で
あ
る
。

魚
談
・
朱
子
、
卦
変
説
対
照
表

注
一
、
卦
名
の
上
の
数
字
は
序
卦
伝
の
序
列
順
位
を
示
す
。

注
二
、
泰
・
否
二
卦
を
後
記
し
た
こ
と
の
意
は
本
文
に
お
い
て
詳
述
す
る
。

注
三
、
魚
談
説
の
種
別
欄
は
次
の
基
準
に
よ
る
が
、
こ
れ
亦
後
に
本
文
に
お
い
て
詳
述
す
る
。

A

（
以
前
卦
取
義
）

B

（
以
後
卦
取
義
）

C

（
相
比
対
説
）

D

（
対
取
両
卦
相
反
之
義
）
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「
挙
要
四
巻
」
に
対
す
る
四
庫
提
要
の
解
題
（
経
部
易
類
三
）

に
拠
れ
ば
、
叙
談
卦
変
説
の
性
格
を
次
の
如
く
要
約
し
て
い
る
。

…
…
考
談
之
集
説
、
以
朱
子
為
宗
。
而
此
書
論
剛
柔
往
来
、

則
以
両
卦
反
対
見
義
例
。
以
泰
・
否
二
卦
象
辞
、
較
朱
子

卦
変
之
説
、
更
近
自
然
。
…
…

本
項
既
述
の
盆
談
の
意
に
従
え
ば
、
右
に
言
う
「
剛
柔
往
来
」

は
「
剛
来
柔
来
上
下
」
と
改
む
べ
き
で
あ
る
（
注
14)
が
、
そ

の
性
格
を
「
両
卦
反
対
」
に
認
め
て
い
る
の
は
至
当
の
論
で
あ

る
。
然
ら
ば
「
反
対
」
の
意
味
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
今
、

叙
談
自
ら
の
こ
と
ば
に
よ
り
そ
の
解
答
と
な
る
も
の
を
列
挙
し
、

後その要約をする（後の要約にまとめる重要な語には

•印を付した）。ア反与返同。自外而内、謂之反。（挙要巻一剛来柔来上下図、剥•復の條）イ反者、自外而来、帰於内也。（集説象伝説復卦）ウ覆体者、屯顛倒翻転則為蒙、需顛倒翻転則為訟、是也。（挙要巻二易中雑例、反体・覆体の條）工訟、乃需之倒体。（集説象伝説訟卦）搬、乃随之倒体。（同盪卦）乃嘆嗜之倒体。 12 II 
否 泰

●●● 

● ,_  ．． ---- 一•— -- ●胃鴫●

地 大 地小
不往

吝l吝棗
゜ ゜

天 天

来由魯卦
12 11 12 11 
否 泰 否 泰

腐喜 =3) （ぷこ 二s) <(=・g:: O=・一-= 一--J ・゚-- -----D _..., 
:::) (g三 こ：：：）

++ 
八八 内謂

府＇
卦條

·~ 居

外

璧 塁
居 居

D D 

乾 12 1坤 11 2 
卦否 乾 卦泰 坤
下 下
生二 生一 --
ニ—..... 

-- --
Q一 -心 •--

陰こ：： っ0―ー 陽~ ·•----
朱 12 53 II 54 
由子 否 浙 泰 帰

麿塁 妹
一 --一 ""' -- --

卦説 ー.....le< Qo-ー- :.:g Ji?<~ ごこ
..量躙I - - ... -- -- ●●● """' 

+t 九 =I~ ヽ

七條 ° 贋 ° 翡卦

四 四
六 盆来
居 居

乾 12 1坤 II 2 
三否 乾 三泰 坤
交 交

為而＝ ::.. >--
---- ----

0ー 一J •--
否：：：： 00 ーー ． _, o〇----

゜ ゜

(45) 



1102 

周知の如く卦変説の典型は泰・否二卦の象伝に示されている。即ち、泰卦の「小往大来」について、天地

塁 督 冒
反 徹

＾ ア
イ
,_, 

痰

屈 唇
＾ 

-ヽ、

才 ゥ の、,_,,

キ
｀~，山,,,

屈 悶 用
--,, 、一し

ヵ 工
． .... 叫 f

キ 語會-・

不 '. 叙

儡
翡誓
談
の`
テ

＾ 
<... 

ク と
-ヽ・

胃 ばに
・」-蛉’ヽ ょ
ク る
,_炉’

屠
の

星

（

同

）

こ

の

外

、

集

説

象

伝

説

の

元

妄

．

瞑
・
解
•
益
・
垢
•
升
．
涙
な
ど
の
卦
の
條
で
「
倒
体
」

の
語
を
用
い
て
い
る
。

オ
反
体
…
…
、
乾
与
坤
剛
柔
相
反
、
炊
与
離
剛
柔
相
反
。

如
願
•
大
過
、
中
学
・
小
過
、
皆
是
也
。
（
挙
要
巻
二

易
中
雑
例
、
反
体
・
覆
体
の
條
）

力
小
過
、
乃
中
学
対
体
。
（
集
説
象
伝
説
小
過
卦
）

キ
卦
体
、
不
特
是
内
外
上
下
二
体
。
如
対
体
・
覆
体
…
…

皆
是
也
。
（
挙
要
巻
二
易
中
雑
例
、
反
体
・
覆
体
の
條
）

ク
六
十
四
卦
、
惟
乾
・
坤
、
吹
•
離
、
願
・
大
過
、
中
学
·

小
過
、
不
可
倒
。
余
皆
一
卦
倒
転
為
両
卦
。
（
同
右
）

四
庫
提
要
に
い
う
「
両
卦
反
対
」
を
ば
、
二
卦
と
し
て
の
反

卦
（
又
は
、
反
卦
と
し
て
の
二
卦
）
、
二
卦
と
し
て
の
対
卦
（
又

は
、
対
卦
と
し
て
の
二
卦
）
（
注
15)
、
の
意
と
理
解
し
て
、

右
の
ア

S
力
を
こ
の
用
語
に
よ
り
要
約
区
分
す
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。
な
お
、
キ
は
総
論
で
あ
り
、
ク
は
反
卦
と
対
卦
と
を

区
分
す
る
際
の
基
準
で
あ
る
。
又
、
以
下
の
本
稿
に
お
い
て
論

者
の
称
す
る
「
反
対
」
も
、
こ
の
反
卦
と
対
卦
と
の
意
で
あ
る

こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
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交
わ
っ
て
万
物
通
じ
、
内
陽
に
し
て
外
陰
、
君
子
内
に
在
っ
て

小
人
外
に
居
る
卦
体
な
り
、
と
述
べ
、
天
下
の
安
泰
を
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
卦
辞
の
「
吉
亨
」
を
解
し
、
否
卦
の
「
大
往
小
来
」

に
つ
い
て
は
泰
卦
の
逆
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
卦
辞
の
「
不

利
君
子
貞
」
を
解
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
六
交
大
成
卦

を
ば
内
外
の
三
交
小
成
卦
の
卦
体
に
分
離
し
、
消
息
に
根
拠
を

置
い
た
陰
陽
の
往
来
に
よ
る
二
卦
相
反
の
義
を
説
き
、
更
に
二

卦
を
対
卦
と
し
て
見
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
こ
と
を
一
層
強
調
す

る
の
が
徹
談
に
よ
る
泰
・
否
二
卦
の
卦
変
説
で
あ
る
（
対
照
表

の
種
別
欄
D
)
。

思
う
に
卦
変
説
の
論
理
（
義
例
）
は
剛
柔
（
剛
交
と
柔
交
）

の
関
係
に
お
い
て
説
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
叙
談
の
卦
変
説

も
そ
の
殆
ど
が
こ
の
論
理
に
従
っ
て
お
り
、
泰
・
否
二
卦
も
亦

こ
の
例
に
漏
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
結
果
的
に
は
陰
陽
（
陰

卦
と
陽
卦
）
の
関
係
に
お
い
て
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
論
者
が

こ
の
二
卦
の
み
を
序
卦
伝
の
序
列
に
従
わ
ず
に
対
照
表
の
最
後

に
排
列
し
た
の
は
、
他
卦
の
剛
柔
関
係
と
は
異
な
る
二
卦
相
反

の
義
を
明
確
に
す
る
が
た
め
の
配
慮
で
あ
っ
た
。

右
の
徹
談
の
説
を
、
朱
子
が
「
易
本
義
」
に
お
い
て
泰
の
帰

妹
よ
り
来
り
、
否
の
漸
よ
り
来
る
、
と
考
え
（
対
照
表
参
照
）
、

剛
柔
の
関
係
の
お
い
て
の
み
卦
変
を
説
く
の
と
比
較
す
れ
ば
、

象
伝
の
意
に
副
い
卦
辞
の
解
釈
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
、
数
等
卓

越
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
前
記
四
庫
提
要
の
解
題
に
「
以
泰
・

否
二
卦
象
辞
（
卦
辞
）
、
較
朱
子
卦
変
之
説
、
更
近
自
然
。
」

と
あ
る
の
は
こ
の
意
で
あ
る
。

次
に
対
卦
と
し
て
説
く
も
の
の
、
論
理
的
に
は
二
三
四
五
交

の
剛
柔
相
比
の
関
係
に
お
い
て
相
反
の
義
を
重
視
す
る
も
の
に

中
学
と
小
過
と
が
あ
る
（
対
照
表
の
種
別
欄
C
)
。
今
試
み
に

集
説
の
象
伝
説
に
よ
り
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

柔
在
内
、
謂
六
三
•
六
四
之
柔
、
在
四
剛
之
内
。
剛
得
中
、

謂
九
五
・
九
二
、
居
得
其
中
。
内
、
以
全
卦
言
。
中
、
以
―
―

体
言
也
。
（
中
学
卦
）

六
五
•
六
二
、
陰
柔
雖
小
、
然
皆
得
中
。
故
施
之
小
事
則

可
。
九
三
・
九
四
、
陽
剛
雖
大
、
然
皆
不
得
中
位
。
故
施
之

大
事
則
不
可
。
（
小
過
卦
）

右
の
二
條
を
対
照
表
の
「
象
伝
の
こ
と
ば
」
に
照
ら
し
て
み

れ
ば
、
中
学
の
六
三
•
六
四
と
小
過
の
九
三
・
九
四
、
中
学
の

九
ニ
・
九
五
と
小
過
の
六
ニ
・
六
五
、
と
い
う
二
卦
の
剛
柔
相

対
を
以
て
相
反
の
義
を
説
く
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
然
し
、
他

方
倒
転
す
べ
か
ら
ざ
る
二
卦
の
相
比
に
つ
き
対
説
す
る
の
で
あ

(47) 
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こ
の
二
卦
も
亦
対
卦
と
し
て
考
え
て

る
（
注
16)
か
ら
に
は
、

い
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
、
泰
・
否
と
中
学
・
小
過
と
の
二
種
の
対
卦
を
要
す

る
に
、
前
者
は
対
卦
た
る
こ
と
を
主
と
し
て
剛
柔
関
係
を
従
と

し
、
後
者
は
剛
柔
関
係
を
主
と
し
て
対
卦
た
る
こ
と
を
従
と
し

て
立
説
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
に
前
記
二
対
の
対
卦
（
泰
・
否
と
中
学
・
小
過
）
に
つ

い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
卦
の
序
列
順
位
（
以
下
、
単
に
「
卦

序
」
と
の
み
略
記
す
る
）
の
前
後
に
つ
い
て
で
あ
る
。
因
み
に

叙
談
は
朱
子
の
意
思
を
継
承
し
て
、
序
卦
伝
に
つ
い
て
次
の
如

く
説
い
て
い
る
。

向
微
孔
子
為
之
序
、
則
後
世
簡
編
脱
落
、
寧
不
錯
乱
、
又

焉
知
某
卦
先
某
卦
後
哉
、
孔
子
憫
其
或
然
。
此
序
卦
所
以
作

也
。
韓
康
伯
乃
謂
、
序
卦
非
易
之
蘊
、
謬
英
。
紫
陽
朱
子
日
、

謂
非
易
之
精
則
可
、
謂
非
易
之
蘊
則
不
可
（
注
17)
。
（
集

説
序
卦
説
）

右
の
文
意
に
副
え
ば
、
孔
子
が
後
世
周
易
六
十
四
卦
の
前
後

次
第
の
錯
乱
を
憚
れ
て
作
成
し
、
消
長
進
退
の
前
後
整
然
と
し

た
も
の
が
序
卦
伝
で
あ
る
。
従
っ
て
卦
序
は
乱
る
べ
か
ら
ざ
る

も
の
だ
と
い
う
認
識
が
森
談
に
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
然
る
に

こ
の
認
識
は
そ
の
卦
変
説
に
お
い
て
は
該
当
し
な
い
。
そ
の
所

論
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

或
疑
卦
序
。
先
需
後
訟
、
先
元
妄
後
大
畜
。
謂
訟
之
剛
、

自
需
而
来
則
可
、
謂
元
妄
之
剛
、
自
大
畜
来
則
不
可
。
（
日
、
）

殆
不
深
思
耳
。
序
卦
先
泰
後
否
、
雑
卦
則
日
、
否
・
泰
反
其

類
也
。
何
為
顛
倒
之
邪
。
泰
上
六
日
、
城
復
子
陸
。
泰
極
則

反
而
為
否
也
。
否
上
九
曰
、
傾
否
。
否
終
則
傾
而
為
泰
也
。

蓋
以
両
卦
対
取
其
義
、
不
以
先
後
拘
也
。
象
伝
亦
然
。
…
•
•
•

（
挙
要
巻
一
卦
変
）

注
右
の
文
中
、
（
）
内
の
字
は
論
者
の
加
記
し
た
も

の
で
あ
る
。

右
は
6
訟
の
九
二
が
5
需
の
九
五
よ
り
来
る
こ
と
は
理
解
し

得
る
も
の
の
、

25
元
妄
の
初
九
が
26
大
畜
の
上
九
よ
り
来
る
こ

と
は
、
卦
序
よ
り
考
え
て
理
解
し
得
ぬ
、
と
の
問
と
叙
談
の
解

答
で
あ
る
。
彼
は
雑
卦
伝
の
「
否
・
泰
反
其
類
也
。
」
を
根
拠

と
し
て
「
不
以
先
後
拘
也
。
」
の
語
を
以
て
、
前
記
二
対
の
対

卦
は
い
う
ま
で
も
な
く
他
の
反
卦
に
も
そ
の
意
を
該
当
さ
せ
る

の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
語
は
卦
変
を
説
く
際
の
彼
の
常
套
句

と
な
っ
て
お
り
、
先
儒
未
発
の
語
と
し
て
大
い
に
自
負
す
る
と

こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
（
注
18)
。
こ
れ
、
叙
談
の
説
く
「
反
対
」

(48) 
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の
「
反
対
」
た
る
所
以
で
あ
る
。
た
だ
彼
の
所
謂
「
先
後
」
は
、

相
隣
す
る
卦
序
の
二
卦
の
前
後
で
あ
り
朱
子
卦
変
説
の
如
き
恣

意
的
な
も
の
で
は
な
い
（
対
照
表
の
朱
子
卦
変
説
欄
参
照
）
。

こ
の
点
に
お
い
て
も
亦
「
較
朱
子
卦
変
之
説
、
更
近
自
然
。
」

（
前
記
四
庫
提
要
の
こ
と
ば
）
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

右
の
如
き
叙
談
の
所
論
に
従
え
ば
対
卦
の
前
後
は
相
対
的
に

両
卦
相
対
比
さ
せ
得
る
も
の
の
、
反
卦
に
つ
い
て
は
対
照
表
に

示
し
た
如
く
、

A

（
以
前
卦
取
義
）
と
B

（
以
後
卦
取
義
）
と

の
二
種
に
分
類
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
交
の
上
下
が
二
卦

相
互
に
行
わ
れ
る
も
の
の
み
で
は
な
く
、
或
い
は
前
卦
の
み
よ

り
上
下
し
、
或
い
は
後
卦
の
み
よ
り
上
下
す
る
卦
が
数
多
く
あ

る
が
た
め
で
あ
る
。
次
に
そ
の
A
.
B
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
解

釈
を
、
先
の
対
卦
二
対
に
倣
い
主
に
集
説
象
伝
説
に
拠
り
つ
つ

記
述
す
る
。
た
だ
繁
冗
を
避
け
る
た
め
、

A
に
は
訟
•
盪
•
大

畜
を
、

B
に
は
随
・
元
妄
．
晋
の
各
三
卦
を
抽
出
限
定
し
て
お

く
。
な
お
、
左
記
卦
名
の
上
の
数
字
は
卦
序
を
示
す
。

A

（
以
前
卦
取
義
の
卦
）

6
訟集
説
上
経
説
で
は
卦
辞
の
「
中
吉
」
を
「
剛
而
得
中
、

所
以
吉
也
。
」
と
解
す
る
。
而
し
て
象
伝
に
所
謂
「
剛
来

而
得
中
也
。
」
と
は
、

5
需
の
主
交
た
る
九
五
が
下
っ
て

九
二
と
な
り
、
訟
の
主
交
と
し
て
下
体
の
中
を
得
た
こ
と

で
あ
っ
て
（
注
19)
、
さ
れ
ば
こ
そ
吉
な
り
、
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

18
盪象
伝
「
剛
上
而
柔
下
。
」
の
「
上
」
は
上
声
、
「
下
」

は
去
声
と
し
て
訓
じ
、
前
卦
17
随
の
成
卦
の
主
交
た
る
初

九
•
上
六
が
倒
転
し
て
暴
の
上
九
•
初
六
と
な
り
、
こ
こ

に
上
下
交
わ
ら
ざ
る
壊
乱
の
卦
を
形
成
し
た
も
の
と
考
え

る
の
で
あ
る
（
注
20)
。

26
大
畜
象
伝
「
剛
上
而
尚
賢
。
」
の
「
上
」
も
亦
上
声
と
し
て

訓
じ
、
前
卦
25
元
妄
の
初
九
が
倒
転
し
て
大
畜
の
上
九
に

上
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
な
お
「
尚
賢
」
と
は
、
六
五
の

君
が
賢
者
た
る
上
九
の
下
に
在
っ
て
承
け
て
い
る
こ
と
を

指
し
、
そ
れ
が
賢
者
を
尊
尚
す
る
象
で
あ
り
、
さ
れ
ば
こ

そ
、
大
正
を
以
て
能
＜
健
を
止
め
る
大
畜
た
り
得
る
の
で

あ
る
。

B

（
以
後
卦
取
義
の
卦
）

17
随

(49) 
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象
伝
「
剛
来
而
下
柔
。
」
の
「
下
」
は
こ
れ
亦
去
声
と

し
て
訓
じ
、
初
九
の
剛
交
は
後
卦
18
暴
の
上
九
よ
り
下
り

来
っ
て
六
ニ
・
六
三
の
二
柔
交
の
下
に
居
る
こ
と
の
意
で
、

こ
こ
に
、
動
い
て
説
ぶ
随
従
の
卦
を
形
成
す
る
も
の
と
考

え
る
の
で
あ
る
。

25
元
妄
象
伝
「
剛
自
外
来
而
為
主
於
内
。
」
の
「
外
」
と
は
後

卦
26
大
畜
外
卦
の
剛
交
た
る
上
九
と
し
て
捉
え
る
。
而
し

て
そ
の
上
九
が
下
り
来
っ
て
元
妄
の
初
九
と
な
り
、
内
卦

の
主
交
と
し
て
の
位
を
占
め
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
即

ち
「
為
主
於
内
」
の
意
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
君
子
が
天
を

以
て
動
く
元
妄
の
象
と
な
る
。

35
晋象
伝
「
柔
進
而
上
行
。
」
と
は
後
卦
36
明
夷
の
六
二
が

進
み
上
っ
て
晋
の
六
五
の
尊
位
に
居
る
こ
と
を
い
う
。
こ

こ
に
、
明
地
上
に
出
ず
る
卦
象
と
な
り
、
大
明
に
麗
＜
卦

徳
を
示
す
卦
形
と
な
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
「
亨
る
」
（
注
21)

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
進
む
」
の
意
が
存
す
る
も
の
と
考

え
る
の
で
あ
る
。

大
要
右
の
如
き
解
釈
上
の
意
義
を
も
つ
叙
球
の
卦
変
説
は
先

に
示
し
た
対
照
表
に
従
え
ば
、

A

（
八
卦
）
、

B

（
六
卦
）
、

C

（
二
卦
）
、

D

（
二
卦
）
、
の
通
計
十
八
卦
と
な
り
、
そ
の

内、

C
.
D
を
除
け
ば
、
卦
序
の
隣
接
す
る
反
卦
相
互
の
関
係

を
以
て
立
説
す
る
も
の
三
対
六
卦

(
1
7随
•
1
8盪
、
2
5元
妄
．

2
6大
畜
、
3
1咸
•
3
2恒
）
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
る
。

さ
て
、
本
項
の
最
後
に
触
れ
る
べ
き
は
、
「
反
対
」
と
い
う

自
ら
の
論
理
（
義
例
）
に
反
す
る
他
説
へ
の
森
談
の
反
論
に
つ

い
て
で
あ
る
。
そ
の
反
論
の
対
象
は
次
の
二
説
で
あ
り
、
そ
の

い
ず
れ
を
も
非
と
す
る
の
で
あ
る
。

一
説
云
、
一
陰
一
陽
卦
、
自
復
・
垢
来
。
二
陰
二
陽
卦
、

自
臨
．
遷
来
。
三
陰
三
陽
卦
、
自
泰
・
否
来
。
又
一
説
云
、

乾
．
坤
交
而
為
六
子
。
凡
剛
柔
皆
自
乾
．
坤
来
。
要
之
、
指

一
陰
一
陽
卦
、
自
復
・
垢
来
者
、
非
也
。
指
剛
柔
皆
自
乾
．

坤
来
者
、
亦
非
也
。
（
挙
要
巻
一
剛
来
柔
来
上
下
図
）

右
の
文
中
、
前
の
一
説
（
以
下
、
「
甲
説
」
と
の
み
略
称

す
る
）
は
、
朱
子
「
易
学
啓
蒙
」
考
変
占
第
四
に
付
す
る
所
謂

「
三
十
二
図
」
を
指
し
、
後
の
一
説
（
以
下
、
「
乙
説
」
と
の

み
略
称
す
る
）
は
、
禁
淵
（
字
は
伯
静
、
号
は
節
斎
、
建
陽
の

人
。
朱
子
の
老
友
元
定
の
長
子
。
一
―
四
八

s
―
二
三
六
）
の

「
易
象
意
言
」
中
、
卦
変
を
説
く
文
の
要
約
で
あ
る
（
注
22)
。

(50) 
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思
う
に
「
卦
変
」
と
は
、
象
伝
に
言
う
剛
柔
の
上
下
を
ば
交

変
に
求
め
て
、
そ
の
卦
の
由
来
の
卦
に
ま
で
渕
っ
て
説
く
た
め

の
論
理
で
あ
る
。
従
っ
て
筵
占
得
卦
の
本
卦
に
対
し
て
、
九
六

の
変
交
の
後
に
得
ら
れ
た
「
変
卦
」
（
又
は
「
之
卦
」
）
と
は

自
ら
意
を
異
に
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
卦
変
」
は
象
伝
解
釈

の
た
め
の
論
理
で
あ
り
、
「
変
卦
」
は
占
法
の
た
め
の
論
理
で

あ
る
。
然
る
に
こ
の
両
者
を
「
卦
変
」
の
語
に
一
括
し
て
呼
称

す
る
の
が
易
家
の
常
で
あ
り
、
叙
談
も
亦
同
様
で
あ
る
。
前
記

の
所
謂
「
三
十
二
図
」
は
朱
子
七
考
占
に
利
す
る
た
め
の
「
変

卦
図
」
で
あ
る
（
注
23)
が
、
こ
の
図
を
以
て
象
伝
を
説
く
こ

と
の
非
を
攻
め
た
の
が
「
甲
説
」
で
あ
る
。
徹
談
が
こ
の
「
三

十
二
図
」
と
趣
を
同
じ
く
す
る
象
伝
解
釈
の
た
め
の
「
易
本
義

『
卦
変
図
』
」
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
は
全
く
な
い
が
、
両

図
と
も
そ
の
源
流
は
李
挺
之
の
「
相
生
図
」
に
求
め
得
る
（
注

24)
。
然
ら
ば
徹
談
の
攻
撃
の
的
は
「
変
卦
図
」
で
あ
る
と
「
卦

変
図
」
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
源
流
と
し
て
の
「
相
生
図
」
に

あ
る
こ
と
と
な
る
。
事
実
「
一
陰
一
陽
卦
、
自
復
・
垢
来
。
…
…
」

の
語
は
「
易
本
義
『
卦
変
図
』
」
の
も
の
で
あ
り
、
遠
く
は
「
相

生
図
」
の
標
題
の
語
の
圧
縮
で
も
あ
る
。
而
し
て
こ
の
「
相
生

図
」
を
縦
横
に
駆
使
し
て
象
伝
を
説
く
の
が
朱
震
撰

伝
」
で
あ
り
（
注
1
参
照
）
、
又
、
結
果
的
に
そ
の
影
響
下
に

あ
っ
て
象
伝
を
説
く
の
が
朱
子
卦
変
説
で
あ
る
（
前
記
対
照
表

参
照
。
又
、
注
2
の
閉
蓼
照
）
。
い
み
じ
く
も
叙
談
は
「
朱
漠

上
則
取
変
卦
。
」
（
挙
要
巻
一
卦
変
）
と
言
う
の
で
あ
る
が
、

然
ら
ば
「
相
生
図
」
も
亦
占
法
の
た
め
の
「
変
卦
図
」
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
こ
と
と
な
る
（
注
25)
。
要
す
る
に
「
甲
説
」

は
、
占
法
の
論
理
を
以
て
卦
変
の
論
理
と
な
し
象
伝
を
説
く
こ

と
の
非
を
貶
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

次
に
「
乙
説
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
前
記
の
文
に
続
き
左
の

如
く
述
べ
て
そ
の
説
の
六
画
大
成
卦
に
は
不
通
な
る
を
説
く
。

蓋
乾
．
坤
交
而
生
六
子
、
此
乾
・
坤
乃
三
画
之
卦
。
象
伝

言
剛
柔
上
下
、
乃
六
画
之
卦
。
謂
六
子
生
於
三
画
卦
之
乾
．

坤
則
可
。
若
以
三
画
卦
之
乾
・
坤
、
論
象
伝
六
画
卦
之
剛
柔

上
下
、
則
不
可
也
。
（
挙
要
巻
一
剛
来
柔
来
上
下
図
）

更
に
そ
の
説
の
三
陰
三
陽
の
卦
以
外
に
は
不
通
な
る
を
説
い

て
次
の
如
く
言
う
の
で
あ
る
。

愚
謂
、
以
本
卦
両
体
、
互
取
乾
．
坤
之
交
、
惟
三
陰
三
陽

卦
、
乃
可
。
如
四
陽
四
陰
卦
、
則
其
説
窮
癸
。
且
如
訟
之
剛

来
、
自
何
交
而
来
耶
。
又
如
元
妄
之
剛
自
外
来
、
指
何
交
為

外
耶
。
（
挙
要
巻
一
卦
変
）

(51) 
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右
の
二
條
は
と
も
に
そ
の
非
を
捌
挟
す
る
の
に
論
旨
極
め
て

明
快
で
贅
言
を
要
し
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
は
右
に
い
う
三
陰
三

陽
の
卦
は
禁
淵
に
拠
れ
ば
、
随
•
最
・
貴
・
咸
•
恒
・
損
・
益
・

換
の
八
卦
の
み
で
あ
る
（
「
易
象
意
言
」
に
よ
る
）
こ
と
を
付

言
す
る
に
と
ど
め
る
。

さ
て
こ
の
「
乙
説
」
は
直
ち
に
、
象
伝
中
の
剛
柔
の
上
下
は

成
卦
に
拠
っ
て
言
え
る
も
の
な
り
、
と
考
え
た
程
願
（
字
は
正

叔
、
号
は
伊
川
、
河
南
の
人
。
一

0
三
三

s
―1
0
七
）
の
「
易

伝
」
（
以
下
、
注
を
も
含
め
て
「
程
伝
」
と
の
み
略
記
す
る
）

と
蘇
試
（
字
は
子
贈
、
号
は
東
壊
、
眉
山
の
人
。
一

0
三
六
S

―1 
O
 
1

)

の
「
易
伝
」
（
以
下
、
注
を
も
含
め
て
「
東
披
易

伝
」
と
称
す
）
、
更
に
は
遠
く
王
弼
（
字
は
輔
嗣
、
山
陽
の
人
。

二
二
六
S
二
四
九
）
の
「
易
注
」
（
以
下
、
注
を
も
含
め
て
「
古

注
」
と
称
す
）
へ
と
渕
っ
て
（
注
26)
、
そ
れ
ら
の
説
を
も
非

と
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
例
を
示
せ
ば
「
集
説
」
象
伝
説
の
貴

卦
の
條
に
「
夫
乾
．
坤
者
衆
卦
之
父
母
、
三
百
八
十
四
交
、
元

非
皆
乾
．
坤
也
。
又
登
但
一
交
為
然
哉
。
」
と
あ
る
の
は
、
直

ち
に
「
程
伝
」
の
非
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

斯
様
に
し
て
「
乙
説
」
は
、
三
画
卦
の
乾
．
坤
を
以
て
六
画

大
成
卦
の
内
の
三
陰
三
陽
の
卦
に
の
み
そ
の
論
理
を
該
当
せ
し

三
、
卦
変
の
濫
用
と
徹
球
の
見
識

徹
駿
は
卦
変
の
濫
用
を
戒
め
て
次
の
如
く
説
く
。

卦
変
之
説
、
用
之
占
法
則
可
、
用
之
解
経
則
不
可
。
蓋
忘

其
本
交
之
義
也
。
都
聖
与
•
田
恵
叔
、
皆
用
此
解
経
差
笑
°

（
挙
要
巻
一
卦
変
）

右
に
言
う
「
卦
変
」
と
は
占
法
の
た
め
の
「
変
卦
」
の
意

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て
象
伝
を
説
く
こ
と
は
既
述
の
如
く
彼

の
取
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
而
し
て
こ
こ
で
は
「
変
卦
」
を

以
て
解
経
す
る
（
詳
ら
か
に
は
、
本
卦
の
本
交
辞
を
解
説
す
る
）

こ
と
も
亦
不
可
な
る
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
今
試
み
に
文
中
に

挙
げ
る
都
聖
与
（
名
は
潔
、
又
は
緊
。
丹
陽
の
人
。
生
卒
年
不

詳
な
る
も
紹
興
中
の
進
士
と
い
う
。
）
の
「
変
卦
」
に
拠
る
解

経
法
を
そ
の
著
「
易
変
体
義
」
（
注
27)
に
本
づ
き
、
四
庫
提

要
の
解
題
（
経
部
易
類
三
）
に
沿
っ
て
一
瞥
す
る
。
な
お
、
国
l.

⑮
•
固
…
…
は
同
書
に
お
け
る
論
理
の
次
序
で
あ
る
。

あ、

2
坤
初
六
、
履
霜
、
堅
氷
至
。

国
此
坤
之
復
也
。
間
復
之
為
卦
、
仲
冬
之
月
也
。

め
ん
と
す
る
非
を
貶
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

(52) 
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囮
履
霜
、
言
坤
之
初
六
。
同
堅
氷
至
者
、
言
復

之
変
体
也
。
国
復
之
本
体
、
主
言
陽
之
既
来
。
坤

之
変
体
、
主
言
陽
之
方
生
、
則
所
謂
坤
之
復
者
、
又
為
復

之
始
焉
。

曾
坤
卦
初
六
の
一
交
変
の
謂
で
あ
る
。
こ
の
困
を
説

く
に
間
政
下
の
論
理
を
以
て
す
る
。
即
ち
、
間
否
如
く
復

卦
を
仲
冬
の
月
（
夏
正
十
一
月
）
と
す
れ
ば
坤
卦
は
孟
冬

の
月
（
夏
正
十
月
）
で
あ
る
。
而
し
て
礼
記
「
月
令
」
の

孟
冬
に
「
水
始
泳
」
と
あ
り
、
仲
冬
に
「
泳
益
壮
」
と
あ

る
が
た
め
に
固
・
同
万
成
立
す
る
。
然
ら
ば
坤
卦
初
六
の

交
辞
は
復
卦
の
意
を
含
ん
だ
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
こ
れ

即
ち
「
変
体
」
の
意
味
で
あ
る
（
詳
ら
か
に
は
注
27
参
照
）
。

然
る
に
こ
の
「
変
体
」
は
復
卦
の
本
体
に
あ
ら
ざ
る
が
た

め
に
「
復
之
始
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
（
国
）
（
注

8
)
。

2
 大
要
右
の
所
論
に
つ
い
て
は
提
要
も
「
不
事
博
会
、
而

自
然
貫
通
。
」
と
述
べ
甚
だ
好
意
的
な
評
語
を
与
え
て
い

る。
い、

37
家
人
六
四
、
富
家
。
大
吉
。

固
此
家
人
（
論
者
案
、
提
要
、
誤
乾
。
当
改
家
人
）
之

同
人
也
。
⑮
夫
自
道
以
観
、
身
已
為
我
累
笑
、
而

況
有
家
乎
。
有
家
已
為
累
笑
、
而
況
富
而
多
事
乎
。

囮
然
其
有
家
也
、
姑
以
同
乎
人
而
已
、
不
以
家
為
累
也
。

其
家
之
富
也
、
亦
以
同
乎
人
而
已
。
不
以
富
為
楽
也
。

固
故
於
家
人
之
同
人
、
而
言
富
家
大
吉
、
謂
賢
人
有
家
、

而
至
於
富
者
、
特
以
同
乎
人
、
而
不
可
以
是
為
累
也
。

回
此
賢
人
之
事
。

国
ぽ
家
人
卦
六
四
の
一
交
変
の
謂
で
あ
る
。
間
ぽ
、
天

地
自
然
の
道
よ
り
観
れ
ば
、
我
が
身
我
が
家
す
ら
累
ら
わ

し
き
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
富
み
て
多
事
な
る
こ
と
な
ど

論
外
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
~
然
る

に
こ
の
累
重
を
保
全
せ
ざ
る
を
得
ぬ
も
の
と
す
れ
ば
、
無

私
以
て
人
に
同
ず
る
の
み
で
あ
る
。
同
]
従
っ
て
家
人

卦
六
四
の
交
辞
に
は
、
無
私
以
て
人
に
同
ず
る
、
と
い
う

同
人
卦
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
（
即
ち
、
「
変
体
」
）
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
一
身
は
も
ち
ろ

ん
、
家
も
富
も
と
も
に
保
全
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
し

そ
の
態
度
は
、
国
賢
人
に
の
み
可
能
で
あ
っ
て
衆
人
の

能
く
為
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
（
注
29)
。

大
要
右
の
所
論
に
つ
い
て
提
要
が
「
渉
於
牽
強
者
」
と

(53) 
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の
評
語
を
与
え
る
の
は
、
蓋
し
至
公
の
論
と
い
え
よ
う
。

あ
、
い
、
の
所
論
の
過
程
に
お
い
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
「
赤

体
」
を
以
て
解
経
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
は
本
交
辞
を
重
層

的
に
受
容
す
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
好
意
的
な
提
要
の
評
価

も
あ
る
と
は
い
え
、
本
交
辞
の
忠
実
な
解
釈
で
は
な
く
な
る
。

魚
談
が
本
項
冒
頭
の
文
に
お
い
て
「
用
之
解
経
則
不
可
。
蓋
忘

其
本
交
之
義
也
。
」
と
貶
す
る
の
は
こ
の
点
に
あ
る
（
注
27
参

照
）
。論
者
は
前
項
二
に
お
い
て
、
易
家
の
所
謂
「
卦
変
」
に
「
変

卦
（
之
卦
）
」
に
拠
る
「
甲
説
」
と
、
主
に
成
卦
に
拠
る
「
乙

説
」
と
が
あ
り
、
と
も
に
徹
談
の
取
ら
ざ
る
を
見
た
。
而
し
て

両
説
と
も
に
卦
交
の
義
に
は
何
ら
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
く
、

単
に
象
伝
を
解
釈
す
る
が
た
め
の
形
式
的
論
理
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
然
る
に
今
や
変
交
に
よ
る
変
卦
を
以
て
卦
交
の
義
を
求
め

ん
と
す
る
都
氏
易
の
主
観
性
に
接
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

同
じ
く
変
卦
に
拠
る
「
甲
説
」
と
は
自
ら
異
質
で
、
「
卦
変
の

濫
用
」
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
卦
変
を
説
く
に
「
反

対
」
を
以
て
そ
の
論
理
（
義
例
）
と
す
る
徹
談
に
は
、
基
本
的

に
そ
れ
に
よ
っ
て
卦
交
の
義
を
求
む
る
を
不
可
と
す
る
見
識
が

蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
徹
底
し
て
主
観

士
口愉

語

を
排
し
極
度
の
論
理
性
を
求
め
ん
と
す
る
彼
の
学
問
的
良
識
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

後
世
、
邦
儒
伊
藤
東
涯
（
名
は
長
胤
、
字
は
原
蔵
、
東
涯
は

。
仁
斎
の
長
子
。
一
六
七

o
s
一
七
三
六
）
は
、
叙
談
と
同

じ
く
反
卦
を
以
て
卦
変
を
説
く
の
で
は
あ
る
（
注
30)
が
象
伝

の
「
往
」
字
に
つ
い
て
は
何
の
疑
念
も
払
わ
ず
、
た
と
え
ば
需

卦
の
象
伝
「
…
…
利
渉
大
川
、
往
有
功
也
。
」
に
つ
い
て
は
「
其

日
往
有
功
也
、
則
其
為
卦
変
、
可
知
芙
。
」
（
周
易
卦
変
考
）

と
言
っ
て
、
反
卦
訟
の
二
が
五
に
往
っ
た
も
の
と
速
断
す
る
。

然
る
に
徹
絞
は
同
じ
象
伝
の
こ
と
ば
を
解
し
て
「
往
有
功
、
謂

需
極
則
当
往
、
往
則
有
難
済
之
功
。
蓋
元
不
往
而
坐
、
待
険
平

之
理
也
。
」
と
言
い
、
「
坐
」
に
対
す
る
「
往
」
と
考
え
る
の

み
で
卦
変
説
を
取
ら
な
い
。

蓋
し
こ
の
両
者
の
差
異
は
「
卦
変
」
に
対
す
る
見
解
の
相
違

に
胚
胎
す
る
。
即
ち
前
者
が
「
内
卦
と
外
卦
と
の
間
で
の
剛
柔

の
往
来
」
を
以
て
卦
変
と
な
す
の
に
対
し
、
後
者
は
象
伝
に
卦

変
を
言
う
の
は
「
剛
来
柔
来
上
下
」
で
あ
り
「
往
」
を
言
わ
ず
、

(54) 
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ー

宋
の
朱
震
（
字
は
子
発
、
号
は
漢
上
。
荊
門
軍
の
人
。
一

0
七
二

s-
―
三
八
）
撰
「
漢
上
易
卦
図
」
巻
上
所
載
の
、

李
挺
之
「
六
十
四
卦
相
生
図
」
一
篇
と
同
「
変
卦
反
対
図
」

八
篇
と
を
指
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
日
本
中
国
学
会
報
第

注
と
考
え
る
点
に
あ
る
。
而
し
て
徹
談
は
「
往
」
を
言
わ
ざ
る
は

夫
子
の
微
意
な
り
と
も
考
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
彼
を
し

て
言
わ
し
む
れ
ば
東
涯
説
は
夫
子
の
意
に
反
し
て
い
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
是
非
は
不
問
と
し
て
も
両
者
の
真
意
は
、
卦
変
に

本
づ
く
象
伝
解
釈
を
要
せ
ぬ
卦
は
潔
く
削
除
す
る
点
に
あ
っ
た

も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
象
伝
を
解
す
る
の
に
附
会
に
流

れ
や
す
い
卦
変
説
を
能
う
限
り
用
い
ず
し
て
論
理
的
で
あ
る
こ

と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
図
の
下
に
叙
談
に
よ

っ
て
排
さ
れ
た
の
が
乾
．
坤
や
変
卦
、
更
に
は
変
体
に
本
づ
く

と
こ
ろ
の
成
卦
や
卦
交
に
義
を
求
め
る
卦
変
説
で
あ
っ
た
。
要

す
る
に
専
ら
象
伝
の
理
解
に
の
み
徹
し
、
卦
変
を
ば
牽
強
附
会

の
繋
縛
よ
り
解
放
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
が
叙
談
の
「
反

対
」
に
拠
る
卦
変
説
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三
十
八
集
」
に
「
『
李
図
』
孜
」
と
し
て
詳
述
し
た
。

2

こ
れ
ら
の
事
情
に
つ
い
て
は
次
の
拙
稿
に
お
い
て
詳
述
し

た。印
朱
子
卦
変
説
に
つ
い
て
（
大
阪
大
学
文
学
部
中
国
哲
学

研
究
室
編
輯
「
中
国
研
究
集
刊
」
荒
号
所
収
）

回
「
『
易
本
義
』
卦
変
図
」
孜
（
日
本
中
国
学
会
報
第
四

十
四
集
所
収
）

3

本
項
を
記
す
に
当
り
利
用
し
た
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

複
雑
を
避
け
る
た
め
、
必
要
部
分
以
外
、
文
中
に
そ
の
出
所

を
示
す
こ
と
は
省
略
し
た
。

55
 

印
周
易
集
説
自
序
、
回
周
易
集
説
納
蘭
成
徳
容
若
序
、

四
周
易
参
同
契
発
揮
自
序
‘
□
周
易
参
同
契
釈
疑
自

序
、
困
新
元
史
巻
二
三
四
‘
囚
元
史
類
編
巻
三
四

儒
学
四
、
田
宋
季
忠
義
録
巻
一
五
‘
囲
宋
史
翼
巻

三
五
、
団
宋
元
学
案
巻
四
九
晦
翁
学
案
下
、
図
]
四

庫
提
要
の
う
ち
、
周
易
集
説
、
読
易
挙
要
、
そ
の
他
魚
談
著

作
の
條
、
四
経
義
考
巻
四
十
、

4

他
に
次
の
号
を
常
用
す
る
。

澗
道
人
、
四
全
陽
子
、

困
林
屋
洞
天
真
逸
、

印

石

澗

、

同
l

石

口
林
屋
洞
天
紫
庭
真
逸
、
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5

「
宋
季
忠
義
録
」
に
「
生
宋
宝
祐
間
、
…
…
元
貞
間
卒
。

年
七
十
余
。
」
と
あ
り
、
「
宋
史
翼
」
に
「
生
宝
祐
間
、
…
…

卒
於
元
貞
間
。
年
七
十
。
」
と
あ
る
の
は
全
く
の
錯
誤
で
あ

る。
6

本
文
に
示
し
た
も
の
の
外
、
次
の
著
作
が
あ
っ
た
と
い
う
。

印
大
易
会
要
一
三

0
巻

、

回

読

易

須

知

、

囚

]

易

図
纂
要
二
巻
、
口
易
経
考
証
、
困
易
伝
考
証
、

四

六

十

四

卦

図

、

田

易

古

占

法

一

巻

、

囲

卦

交

象
占
分
類
、
団
易
図
合
璧
連
（
聯
）
珠
、
閏
]
幽
明

辮
惑
三
巻
、
囮
弦
歌
毛
詩
譜
一
巻
、
同
]
林
屋
山
人

集、
右
合
計
―
二
種
。
上
記
の
う
ち
口
l

．
困
を
合
し
て
「
経
伝

考
証
」
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
際
は
合
計
―
一
種
と

な
る
。
而
し
て
、
本
文
に
掲
げ
た
現
在
目
賭
し
得
る
一
一
種

を
合
し
て
通
計
二
三
種
（
或
い
は
二
二
種
）
が
そ
の
著
作
の

す
べ
て
で
あ
る
。

7

た
と
え
ば
、
四
庫
提
要
「
席
上
腐
談
二
巻
」
の
條
に
お
い

て
、
下
巻
は
「
持
論
独
為
近
正
。
」
と
評
し
つ
つ
も
、
上
巻

に
つ
い
て
は
音
の
近
き
に
取
っ
た
り
望
文
生
義
に
よ
る
虚
妄

を
次
の
如
く
評
す
る
の
で
あ
る
。

詞
意
多
府
浅
無
稽
。
如
謂
婦
人
俗
称
娼
婿
、
乃
取
坤
卦

利
牝
馬
之
貞
意
、
謂
翫
既
之
名
、
因
出
於
渠
捜
、
謂
覇
憮

之
名
、
取
於
蹟
以
登
肱
、
多
附
会
穿
墓
、
不
足
拠
。

な
お
、
論
者
の
目
賭
せ
る
「
席
上
腐
談
」
は
次
の
五
種

で
あ
る
が
、
提
要
所
引
の
話
は
国
で
国
]
と
に
あ
る
の
み
で
、

図
•
同
]
•
回
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
因
み
に
い
え
ば
提

要
の
批
評
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
国
の
「
宝
顔
本
」
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
（
）
内
の
条
数
は
論
者
の
計
算
に

拠
る
。

国
宝
顔
堂
秘
笈
広
函
所
収
二
巻
本
（
総
計
一
五
九
条
）

⑮
涵
芽
楼
一

0
0
巻
本
「
説
郭
」
巻
第
七
五
所
収
一
巻

本
（
全
三
0
条）

固
宛
委
山
堂
―
二

0
巻
本
「
重
較
説
郭
」
弓
第
二
五
所
収

一
巻
本
（
全
二
二
条
）

団
龍
威
秘
書
戊
集
「
古
今
叢
説
拾
遺
」
の
内
「
説
郭
」
所

収
一
巻
本
（
全
ニ
―
条
）

回
筆
記
小
説
大
観
の
内
「
五
朝
小
説
大
観
」
所
収
一
巻

本
（
全
二
二
条
）

8

こ
こ
に
挙
げ
る
徹
談
の
「
図
書
」
観
は
、
通
志
堂
経
解
中

の
「
集
説
」
に
付
す
る
納
蘭
成
徳
の
序
文
や
四
庫
提
要
の
同
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書
に
つ
い
て
の
解
題
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

9

関
子
明
、
以
五
十
五
数
為
河
図
、
四
十
五
数
為
洛
書
。
劉

牧
、
又
両
易
之
、
以
五
十
五
数
為
洛
書
、
四
十
五
数
為
河
図
。

可
謂
以
謬
攻
謬
也
。
（
挙
要
巻
三
、
河
図
洛
書
之
附
会
）

10

こ
の
朱
子
説
は
関
子
明
説
に
盲
従
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
朱
子
の
易
学
啓
蒙
「
本
図
書
第
一
」

に
詳
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
今
井
宇
三
郎
著
「
宋
代
易
学
の

研
究
」
第
二
章
河
図
洛
書
的
象
数
論
、
に
は
、
関
子
明
説

が
、
北
宋
末
期
の
玩
逸
の
偽
託
に
か
か
る
偽
関
子
明
説
で
あ

る
こ
と
を
言
い
、
つ
づ
い
て
朱
子
説
の
詳
細
な
る
研
究
が
な

さ
れ
て
い
る
。

11

象
伝
或
以
卦
変
為
説
。
今
作
此
図
以
明
之
。
蓋
易
中
之
一

義
、
非
画
卦
作
易
之
本
指
也
。
（
易
本
義
「
卦
変
図
」
）

12

…
…
象
伝
言
往
有
功
者
屡
芙
。
如
蒙
、
如
炊
、
如
筵
、
如

解
、
皆
指
占
者
之
往
、
非
謂
交
画
之
往
也
。
窪
謂
、
往
有
功

之
往
、
与
利
有
牧
往
、
往
吉
、
往
吝
、
往
元
咎
之
往
同
、
皆

指
占
者
而
言
明
乎
。
此
則
知
象
伝
所
謂
剛
柔
上
下
、
剛
来
柔

来
、
不
過
両
卦
対
取
其
義
耳
。
聖
人
之
意
‘
坦
然
明
白
。
…
…

（
挙
要
巻
二
、
卦
義
）

…
…
又
指
示
象
伝
剛
柔
上
下
、
言
来
不
言
往
之
微
意
、
則

皆
以
両
卦
相
並
而
取
義
。
…
…
（
集
説
題
辞
、
孟
淳
の
序
）

孟
淳
—
|
字
は
能
静
。
漠
東
の
人
。
叙
談
の
講
友
と
い
う
。

生
卒
年
不
詳
な
る
も
元
貞
丙
申
(
―
二
九
六
年
、

成
宗
の
治
世
）
秋
に
魚
談
に
会
っ
て
い
る
。
（
宋

元
学
案
補
遺
巻
四
九
）

な
お
、
右
の
文
の
「
象
伝
剛
柔
上
下
、
言
来
不
言
往
」
と

は
、
象
伝
に
説
く
剛
交
・
柔
交
の
上
り
下
り
に
は
、
下
る
に

「
下
」
・
「
来
」
の
字
を
用
い
、
上
る
に
「
上
」
の
字
を
用

う
る
も
「
往
」
の
字
を
用
い
ざ
る
を
概
言
す
る
の
で
あ
る
。

（
時
に
「
下
る
」
に
「
反
」
字
を
用
い
ー
_
復
卦
、
「
上
る
」

に
「
進
」
字
を
用
い
る
—
~
漸
卦
）
。
然
ら
ば
、
泰
卦
に
「
小

往
大
来
」
と
言
い
否
卦
に
「
大
往
小
来
」
と
言
う
「
往
」
の
解

釈
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
交
に
即
し
て
「
剛

柔
」
を
、
卦
に
即
し
て
「
陰
陽
」
を
説
く
、
と
い
う
易
伝
の

原
義
に
遡
っ
て
解
決
す
る
叙
談
の
解
答
が
正
鵠
を
得
て
い
る
。

即
ち
「
往
来
」
と
言
う
か
ら
に
は
陰
卦
と
陽
卦
と
の
往
来
で

あ
っ
て
剛
交
と
柔
交
と
の
往
来
で
は
な
い
、
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
要
点
の
み
を
左
記
す
る
。

…
…
或
者
難
之
日
、
泰
云
小
往
大
来
、
否
云
大
往
小
来
、

大
小
即
剛
柔
也
。
剛
柔
登
不
言
往
。
愚
応
之
日
、
小
往
謂
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陰
往
居
外
、
大
往
謂
陽
往
居
外
、
小
来
謂
陰
来
居
内
、
大

来
謂
陽
来
居
内
。
大
小
卦
之
オ
也
。
剛
柔
交
之
オ
也
。
象

辞
指
卦
体
之
陰
陽
、
故
言
小
大
、
象
伝
指
交
画
之
九
六
、

故
言
剛
柔
。
大
小
自
是
大
小
之
義
、
剛
柔
自
是
剛
柔
之
義
、

笑
可
槃
言
哉
。
（
挙
要
巻
二
卦
義
）

或
曰
、
…
…
凡
得
乾
坤
之
一
体
者
、
或
言
健
順
、
或
言

剛
柔
、
並
不
言
陰
陽
。
独
否
泰
言
陰
陽
、
蓋
泰
否
即
乾
坤

上
下
之
往
来
也
。
諸
卦
或
有
乾
而
元
坤
、
或
有
坤
而
元
乾
。

泰
則
坤
上
而
乾
下
、
否
則
乾
上
而
坤
下
、
乾
坤
之
二
体
具
。

故
言
陰
陽
。
（
集
説
象
伝
説
泰
卦
）

な
お
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本
文
4
6
S
4
7
頁
に
要
約

論
述
し
た
。

13

こ
こ
に
「
卦
変
図
」
と
称
す
る
こ
と
な
く
敢
え
て
「
剛
来

柔
来
上
下
図
」
と
云
う
の
は
、
次
の
一
條
を
見
て
も
明
ら
か

な
如
く
当
時
の
附
会
に
堕
し
た
卦
変
説
へ
の
反
撥
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

象
伝
言
剛
上
柔
下
、
剛
下
柔
上
、
剛
来
柔
来
、
何
不
言

剛
往
柔
往
。
蓋
嘗
反
覆
紬
繹
而
思
之
、
乃
得
其
説
真
足
以

破
彼
卦
変
牽
合
附
会
之
謬
、
而
為
吾
両
卦
対
取
其
義
之
証

也
。
（
挙
要
巻
二
卦
義
）

魚
談
自
ら
の
こ
と
ば
を
以
て
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

象
伝
、
凡
言
剛
来
柔
来
与
剛
柔
上
下
、
皆
以
両
卦
反
対

取
義
。
（
集
説
象
伝
説
随
卦
）

15

こ
こ
に
論
者
の
称
す
る
「
反
卦
」
・
「
対
卦
」
と
は
、
次

の
胡
一
桂
（
字
は
庭
芳
、
号
は
雙
湖
。
方
平
の
子
。
一
三
世

紀
元
初
の
人
。
）
の
定
義
に
従
う
も
の
で
あ
る
。

上
経
、
乾
与
坤
対
‘
願
与
大
過
対
。
下
経
、
中
学
与
小

過
対
。
陰
陽
姿
各
各
楷
対
也
。
何
謂
反
。
如
屯
反
為
蒙
、

既
済
反
為
未
済
、
一
卦
反
為
両
卦
惚
。
対
者
八
卦
‘
反
者

二
十
八
卦
、
而
六
十
四
卦
次
序
成
芙
。
（
周
易
啓
蒙
翼
伝

上
篇
、
文
王
六
十
四
卦
反
対
図
）

16

中
学
・
小
過
、
此
二
卦
不
可
倒
転
者
也
、
其
剛
柔
相
対
、

其
義
亦
相
反
。
是
故
中
学
云
柔
在
内
、
剛
得
中
、
小
過
則
云

柔
得
中
、
剛
失
位
。
皆
就
両
卦
之
相
比
対
説
、
不
拘
卦
之
先

後
也
。
（
挙
要
巻
一
剛
来
柔
来
上
下
図
、
中
学
・
小
過
の

條）
17

問
、
序
卦
或
以
為
非
聖
人
之
書
、
信
乎
。
日
、
此
沙
随
程

氏
之
説
也
。
先
儒
以
為
非
聖
人
之
蘊
。
某
以
為
謂
之
非
聖
人

之
精
則
可
、
謂
非
易
之
蘊
則
不
可
。
周
子
分
精
与
蘊
字
、
甚

分
明
。
序
卦
却
正
是
易
之
蘊
、
事
事
爽
雑
、
都
有
在
裏
面
。

14 
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I

黄
翰
録
（
朱
子
語
類
巻
七
七
）

右
の
文
中
の
周
子
は
、
周
敦
願
（
字
は
茂
叔
、
世
に
漉

渓
先
生
と
称
せ
ら
る
。
営
道
の
人
。
一

0
一
七

s
1
0
七

三
）
の
こ
と
。
精
と
蘊
と
の
解
説
は
そ
の
著
「
通
書
」
の

「
精
蘊
第
三
十
」
に
あ
る
。

18

そ
の
自
負
の
気
概
は
次
の
一
文
を
見
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

後
卦
或
取
前
卦
而
言
、
前
卦
或
取
後
卦
而
言
。
前
後

芳
通
、
惟
変
所
適
、
蓋
不
拘
也
。
自
秦
漠
之
後
、
唐
宋

以
来
、
諸
儒
識
論
、
絶
無
一
語
及
此
。
何
不
思
之
甚
敷
。

（
挙
要
巻
一
卦
変
）

又
、
こ
の
常
套
旬
は
次
の
如
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

0

後
卦
、
蓋
兼
前
卦
而
言
。
前
卦
亦
兼
後
卦
而
言
。

不
以
先
後
拘
也
。
（
集
説
象
伝
説
随
卦
）

〇
訟
以
前
卦
取
義
、
涙
以
後
卦
取
義
。
其
情
帝
通
、

唯
変
所
適
、
不
以
先
後
拘
也
。
（
挙
要
巻
一
剛
来

柔
来
上
下
図
、
需
．
訟
、
換
・
節
の
條
）

0

…
…
知
伏
腺
画
卦
之
原
如
此
、
則
不
泥
於
卦
之
先

後
也
。
（
同
右
、
泰
・
否
の
條
）

19

剛
来
而
得
中
、
指
九
二
。
九
二
、
蓋
成
卦
之
主
交
也
。
自

彼
而
此
、
謂
此
来
。
訟
乃
需
之
倒
体
。
需
主
交
在
五
。
訟
主

交
在
二
。
向
為
需
之
主
、
則
剛
処
於
五
。
今
為
訟
之
主
、
則

剛
来
於
二
也
。
…
…
得
中
、
謂
居
下
体
之
中
也
。
（
集
説
象

伝
説
訟
卦
）

20

剛
者
上
而
過
於
高
、
柔
者
下
而
過
於
卑
。
一
高
一
卑
、
不

相
為
謀
、
盪
之
由
也
。
（
集
説
象
伝
説
盪
卦
）

盪
、
壊
也
。
（
集
説
上
経
説
盪
卦
）

21

叙
談
の
所
謂
「
象
辞
」
（
卦
辞
の
こ
と
）
の
「
晋
康
侯
用

錫
馬
蕃
庶
昼
日
三
接
」
は
「
晋
、
康
。
侯
用
錫
馬
蕃
庶
。
昼

旦
二
接
。
」
と
訓
じ
、
従
っ
て
象
伝
の
「
…
…
是
以
康
侯
用

錫
馬
蕃
庶
昼
日
三
接
也
」
も
「
…
…
是
以
康
。
侯
用
錫
馬
蕃

庶
。
昼
日
三
接
也
。
」
と
訓
ず
る
の
で
あ
る
。
理
由
を
次
に

示
す
。

当
作
亨
。
郭
京
云
、
王
弼
旧
本
、
作
晋
亨
。

説
下
経
説
晋
卦
）

康
、
当
作
亨
。
今
以
亨
為
康
、
蓋
因
象
辞
之
誤
而
誤
爾
。

按
郭
京
易
挙
正
云
、
王
弼
旧
本
、
有
亨
字
。
象
伝
是
以

下
、
亦
脱
亨
字
。
（
集
説
象
伝
説
晋
卦
）

22

論
者
が
斯
様
に
断
ず
る
の
は
、
挙
要
巻
一
卦
変
、
の
項

に
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
た
め
で
あ
る
。
要
点
の
み

摘
録
す
る
。
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（
甲
説
）
主
卦
変
之
説
者
、
皆
謂
、
一
陰
一
陽
卦
‘

自
復
・
垢
来
。
…
…
三
陰
三
陽
卦
、
自
泰
・
否
来
。

朱
子
易
学
啓
蒙
有
図
、
凡
一
卦
変
為
六
十
四
卦
。

（
乙
説
）
察
節
斎
曰
、
乾
剛
交
坤
、
而
成
震
・
吹
•

艮
、
坤
柔
交
乾
、
而
成
巽
•
離
・
兌
。
故
言
剛
来
剛

下
者
、
明
乾
剛
在
上
而
下
交
坤
、
言
柔
来
柔
下
者
、

明
坤
柔
在
上
而
下
交
乾
也
。
若
剛
上
之
与
柔
上
、
則

又
乾
剛
在
下
而
上
交
坤
、
坤
柔
在
下
而
上
交
乾
也
。

是
皆
本
於
乾
．
坤
之
交
、
而
互
取
之
爾
。
…
…

附
記
論
者
の
拠
っ
た
文
淵
閣
本
の
景
印
版
（
四

庫
全
書
珍
本
初
集
経
部
易
類
所
収
）
で
は
、
右

の
傍
線
部
が
「
坤
柔
在
上
而
下
交
乾
也
。
」
と

誤
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
察
淵
「
易
象
意
言
」

（
藝
海
珠
塵
本
景
印
版
）
に
拠
り
是
正
し
た
。

23

後
世
、
こ
の
「
三
十
二
図
」
即
ち
「
変
卦
図
」
を
ば
「
卦

変
図
」
と
称
し
て
、
「
易
本
義
」
の
巻
首
に
掲
げ
る
象
伝
を

説
く
た
め
の
「
卦
変
図
」
の
原
形
と
見
な
し
、
「
易
本
義
『
卦

変
図
』
」
を
ば
「
堆
積
無
稽
之
卦
変
図
」
（
黄
宗
炎
の
評
語
）

と
貶
す
る
の
は
、
宋
元
学
案
補
遺
巻
四
十
九
「
晦
翁
学
案
補

遺
下
」
で
あ
る
。

24

「
三
十
二
図
」
の
構
成
は
、
乾
（
坤
の
六
交
変
）
を
本
卦

と
し
て
乾
体
の
一
交
変
よ
り
六
交
変
（
坤
）
ま
で
順
変
（
変

卦
の
次
序
通
り
そ
の
卦
を
本
卦
と
し
て
変
じ
て
ゆ
く
こ
と
。

最
後
の
本
卦
は
恒
。
）
し
て
、
三
十
二
本
卦
を
終
え
る
。
次

に
坤
（
乾
の
六
交
変
）
を
本
卦
と
し
て
坤
体
の
一
交
変
よ
り

六
交
変
（
乾
）
ま
で
逆
変
（
変
卦
の
次
序
の
逆
を
本
卦
と
し

て
変
じ
て
ゆ
く
こ
と
。
最
後
の
本
卦
は
益
。
）
し
て
、
三
十

二
本
卦
を
終
え
る
。
斯
様
に
し
て
各
本
卦
を
も
含
め
て
四
千

九
十
六
卦
が
成
立
す
る
。
而
し
て
こ
の
順
変
•
逆
変
の
次
序

の
通
り
に
乾
．
坤
二
卦
を
除
く
十
消
息
卦
を
本
卦
と
し
て
順

変
さ
せ
る
の
が
「
易
本
義
『
卦
変
図
』
」
で
あ
る
。
そ
れ
は

乾
坤
両
体
の
順
変
で
あ
る
が
た
め
に
十
消
息
卦
を
含
む
六
十

二
卦
が
再
出
し
、
合
計
一
百
二
十
四
卦
が
成
立
す
る
。
而
し

て
、
両
図
と
も
収
縮
渕
源
し
て
ゆ
け
ば
「
相
生
図
」
と
な
る
。

な
お
、
「
卦
変
図
」
に
よ
る
象
伝
解
釈
の
大
要
に
つ
い
て
は

注
2
回
の
拙
稿
に
お
い
て
示
し
た
が
、
そ
こ
で
も
触
れ
た
如

く
、
こ
の
「
卦
変
図
」
は
朱
子
の
自
作
で
は
な
く
朱
門
後
学

の
作
で
あ
る
、
と
の
説
（
清
儒
王
患
紘
の
説
）
が
あ
る
。
然

ら
ば
、
徹
談
は
「
変
卦
図
」
と
し
て
の
「
三
十
二
図
」
を
知

る
の
み
で
「
易
本
義
『
卦
変
図
』
」
は
未
見
の
図
で
あ
っ
て
、

(60) 
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「
挙
要
」
、
「
集
説
」
と
も
に
こ
の
図
に
触
れ
る
こ
と
の
な

い
の
も
自
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
末
元
初
に
生
き

朱
子
歿
後
百
余
年
に
歿
し
た
叙
談
に
し
て
な
お
こ
の
図
の
存

在
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
王
氏
の
朱
門
後
学
作

図
説
を
裏
づ
け
る
更
に
有
力
な
傍
証
と
も
な
る
。

王
思
紘
（
字
は
予
中
、
又
は
与
中
、
書
室
を
白
田
草
堂
と

い
う
。
江
南
宝
王
の
人
。
一
六
六
八
S
一
七
四
一
）

25

「
挙
要
巻
一
卦
変
」
の
文
中
に
は
「
漠
上
易
叢
説
」
か

ら
の
引
用
も
認
め
ら
れ
る
が
た
め
に
、
叙
痰
は
「
漠
上
易
卦

図
」
巻
上
所
載
の
「
相
生
図
」
の
み
な
ら
ず
「
反
対
図
」
の

存
在
を
も
辮
え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

26

剛
柔
の
上
下
を
成
卦
に
拠
っ
て
説
く
「
程
伝
」
と
、
三
子

三
女
相
値
う
卦
の
う
ち
聖
人
が
剛
柔
の
相
易
に
取
っ
た
六
卦

（
曇
・
貴
・
咸
•
恒
・
損
•
益
）
に
の
み
説
く
と
す
る
「
東

披
易
伝
」
と
が
、
と
も
に
六
子
の
父
母
た
る
三
画
卦
の
乾
•

坤
に
本
源
を
置
く
も
の
の
、
す
べ
て
三
陰
三
陽
の
卦
の
み
で

あ
る
。
而
し
て
そ
の
源
流
は
「
古
注
」
が
貴
卦
象
伝
に
注
し

て
「
坤
之
上
六
来
居
二
位
、
柔
来
文
剛
之
義
也
。
…
…
乾
之

九
二
分
居
上
位
、
分
剛
上
而
文
柔
之
義
也
。
」
と
言
う
の
に

求
め
得
る
。

27

十
二
巻
。
都
潔
が
嘗
て
父
の
郁
（
字
は
子
文
）
に
聞
く
と

こ
ろ
を
以
て
撰
し
た
も
の
と
い
う
。
今
、
四
庫
全
書
珍
本
初

集
経
部
易
類
所
収
。
そ
の
成
書
は
ほ
ぽ
紹
興
年
間
後
半
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

都
氏
易
に
お
け
る
卦
変
は
、
本
卦
六
交
の
う
ち
初
よ
り
上

に
至
る
そ
れ
ぞ
れ
の
一
交
位
を
同
交
位
に
お
い
て
変
交
し
て

得
た
と
こ
ろ
の
変
卦
（
之
卦
）
の
意
が
、
既
に
本
卦
の
本
交

辞
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
、
こ
れ
を
「
変
体
」
と
称

す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
変
体
」
と
は
、
変
卦
（
之
卦
）
の

意
を
含
ん
だ
本
卦
本
交
辞
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
本
交
辞

は
重
層
的
に
受
容
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
不
醇
な
も
の
と
な
る
。

そ
こ
に
叙
談
が
「
蓋
忘
其
本
交
之
義
也
。
」
と
評
す
る
所
以

が
あ
る
。
な
お
、
提
要
に
拠
れ
ば
、
「
変
体
」
の
淵
源
は
左

伝
に
記
載
さ
れ
た
周
易
の
諸
占
に
お
け
る
「
之
卦
」
に
求
め

ら
れ
る
。

周
易
上
下
経
六
十
四
卦
の
交
辞
に
は
す
べ
て
こ
の
「
変
体
」

の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
の
が
、
潔
の
父
郁
よ

り
伝
え
ら
れ
た
都
氏
易
の
家
学
で
あ
り
、
「
易
変
体
義
」
は

そ
の
意
義
を
説
い
た
著
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
解
経
の
基
礎

に
は
主
観
的
義
理
が
あ
り
、
結
果
的
に
は
牽
強
附
会
の
解
釈
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と
な
る
。
こ
れ
に
は
僚
友
張
九
成
（
字
は
子
紹
、
号
は
横
浦

居
士
。
銭
塘
の
人
。
一

0
九
二

s-
―
五
九
）
の
影
響
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
提
要
が
「
…
…
一
変
而
為
王
宗
伝
・
楊

簡
者
芙
。
」
と
評
す
る
の
も
そ
の
主
観
的
解
釈
を
嫌
悪
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
論
者
が
「
易
変
体
義
」
十
二
巻
を
基
礎
と
し
て
作

成
し
た
都
氏
卦
変
図
（
詳
細
は
省
略
す
る
）
に
拠
れ
ば
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
本
卦
六
交
の
交
変
は
そ
の
ま
ま
変
卦
（
之

卦
）
六
卦
を
得
、
又
、
変
卦
（
之
卦
）
六
卦
の
交
変
も
亦
そ

の
ま
ま
本
卦
六
卦
に
帰
納
さ
れ
る
の
で
、
結
果
的
に
は
次
の

計
算
式
の
如
く
、
三
八
四
交
変
、
三
八
四
卦
を
得
る
こ
と
と

な
る
。料苺

1
碑H
r
iパ陳
6
泣
粟t
x
6
4
~
1
1

3843t~(384~) 

溌
苺

(
N苺）
6

紐
X643t~11 

3
8
4
#
 (3843t~) 

28

都
潔
自
ら
の
用
語
上
の
混
乱
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。

即
ち
、
固
に
「
復
之
変
体
」
と
言
い
、
同
て
「
坤
之
変
体
」

と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
い
ず

れ
も
「
復
卦
の
意
を
含
ん
だ
坤
卦
の
変
体
」
の
意
で
あ
る
。

そ
れ
は
都
氏
易
の
「
変
体
」
と
は
本
卦
を
指
し
て
い
う
も
の

で
あ
る
が
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
厳
密
に
は
、
回
否
「
坤
之

変
体
」
と
言
う
表
現
が
正
し
く
、
又
、
詳
ら
か
に
は
、

履
霜
、
言
坤
卦
（
本
体
）
之
初
六
。
固
堅
斗

言
坤
卦
（
変
体
）
之
初
六
也
。
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

29

こ
の
、
い
、
の
所
論
は
甚
だ
高
踏
的
で
「
無
為
自
化
」
と

で
も
い
う
べ
き
老
荘
思
想
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
提
要
も

亦
、
凋
椅
の
「
都
氏
易
、
先
以
理
而
次
以
象
義
。
」
と
い
う

こ
と
ば
を
引
い
て
義
理
の
先
行
を
説
き
、
又
、
「
務
為
穿
墓
、

以
求
合
乎
卦
変
之
説
、
而
義
亦
不
醇
。
」
と
貶
す
る
の
で
あ

る
が
、
都
氏
易
の
意
図
は
た
と
え
「
穿
羞
、
不
醇
」
と
評
せ

ら
れ
よ
う
と
も
、
却
っ
て
主
観
的
義
理
を
主
唱
す
る
点
に
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

30

東
涯
の
著
「
周
易
卦
変
考
」
に
は
叙
談
に
関
す
る
記
事
は

見
え
ず
、
そ
の
序
文
に
は
次
の
如
く
あ
り
、
「
反
対
」
の
功

を
専
ら
来
氏
に
帰
し
て
い
る
。
な
お
、
東
涯
の
い
う
「
反
対
」

と
は
本
論
に
い
う
「
反
卦
」
の
意
で
あ
る
。

…
…
閲
朱
漢
上
易
伝
、
唯
元
妄
一
卦
、
与
予
説
合
。
後

貨
得
明
梁
山
来
知
徳
易
注
、
蓋
与
予
説
合
。
乃
不
言
卦
変
、

而
言
卦
綜
。
蓋
取
二
卦
錯
綜
之
義
也
。
…
…

来
知
徳
（
字
は
笑
鮮
、
号
は
握
塘
。
梁
山
の
人
。

五
二
五
S
一
六
0
四）
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